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密閉式石;'由ス K ーブ 


巧扱説明害 


このたびは本品をお買いあげいただをましてまことにありがとラご 
さいまず。 


■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書•注意書」をお読みい 
たださ、正しい使いかたをしでください。 

この「取扱説明書•ミち意書」は、大切に保管しておいでください。 


■同捆のご愛用者力ードは必ずご投函ください。 


•まちがった使用をされまずと、機能を十分じ発揮し 
なかったり、故障や思わ城事放.危険をおくことが 
友0まず。 

♦高地での使用 

※標高1,日00 m しソ上の場所で使用しないでください。 
※標高1,000 m 〜1,500 m の場所で使用になる場を、再 
調整が必要でず。 

お買い求めの販売店までお問い合わせください。 

•燃料は灯油 （J I S ’1号）をご使用ください。 

変質灯油、不良灯油は絶対に使用しないでください。 
故障、異常燃焼の原因になりまず。 
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★給排気筒は屋外に 

給排気筒は必ず屋外に設置して使用し 
て < ださし、。 



運較やにがガスが室内に漏れ、大変危険です0 


★カーテン、可燃物ま意 

カーテンや燃えやずいちののそばなど 
では使用しないでくださし、。 


★異常時、あわてず消乂 

万一異常を感じた 0、 緊急の場合はあ 
ねてずに消乂してくださし、。 



★温風吹出口をふさがないで 
巧類、紙などで温風吹出口や空気お入 
口をふさザないで< だたい。 



を類、紙などでふさぐ と、 異常燃焼や火災 
の原因になりまず。 


★ガソリン厳禁 

巧油 （ J に1号灯ミ由）を必ず使用してくだ 
さし、。 



ガソリンなどの揮発性の高い巧は、火災の 
原因じな0まずので絶巧に使用しないでく 
だたい。 


特にま意していただをたいこと 


1特にをおしていただをたいこと 









2 使用ずる場所 


^的に使用ずるために 

•温風の巧流熱で暖房が最も効果的にでさる場巧を選んでください。 

•温風の循環を巧げるものがない場所に設置してください。 

•温風が直接自身に当りまずと気持ちが悪くなることがありまず。温風が直接当 
らない場所に設置してください。 


3る部の名赖 















給油 


\タンクケースフタ 
タンクキヤ ツフ 




タンクヴース 


里ちスイッチ 


pie 巧の 巧の手順とをな） 

1タンクキャップを取り外し、タンクケースフタを持ち 
上げタンクケース内のポリタンクをタンクケースから 
取り出して給ミ由しまず。 

•空のポリタンクと満たんのポリタンクと入れか 
えると便利でず。ポリタンクは、必ず J に規格に 
適合した巧油用ポリエチレンかんをご使巧くだ 
さ:し、。 

•給油管先端のストレーナは必ず付けてご使用く 
ださい。電磁ポンプ内じごみザ混入しまず。 

P こぼれた巧ミ由はよくふ舌とってください。 

9タンク内に水やごみなどが混入しないよラに注意して 
ください。タンク内じ水やごみなどがたまっている攝 
合は、巿販の給油ポンプなどで水やごみなどを吸い出 
しでくださし、。 

4タンクキャップフタを必ず元通 0 しっか口と閉めてく 
ださし、。 


•燃焼中にな油ザなくなると消火しまず。この時、燃焼 ^括品^ 

ランプが点滅し、異常があったことを知らせまず。 

♦燃料切れの隙、本体内郎の電磁ポンプが空気を吹込む ^ 

ため「ポー」と音げ出たり、給排気筒 h ツプから黒煙を し I /日_ 」 」 
出したりずることザあります。 /;論弱節っまみ 

•再運転をずる場合は、ポリタンクに給油し「運転スイ，ツチ J を一度「切」にしてか 
ら「温風」にしてくだ立い。（送油管部分に灯ミ由を満たず為、点火操作を 2 〜 3 回く 
0か之してくださし、。） 

•ポリタンク内の給巧管の先端にあるストレーナが姐面より出ているとな油を吸 
し、上げることザでをません。 



ほ用燃料 _ _ _ 

• 燃料は灯油 (JIS1 号)を必ず使用してください。 

ガソリン、シンナーおよびこれらが混入した灯ミ由、変質丹油、 
活れた油、水の混じっている灯油などは、絶巧に使用しない 
でくださし、。 

灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避け 
た場巧(こ保管しでくださし、。 


変質を防ぐためむ油は翌シーズンに持ち越さないよラにしてくだない。 



4使用方法 


巧用する場所 • 3る巧のを巧 • 4巧用方を 





4 巧用方法 


使用前の準備と巧認 


1送油経路に;由漏れのないことを確認してください。 

このヒーターは、下方に設置された油タンクから給ミ由管じより、電磁ポンプで灯 
油を吸い上げバーナー部に供給します。各部よ0ミ由漏れのないことを確認しで 
ください。また給;由管のがれ巧がりのないこと电確認してくださし、。 

ク電源コード、リモコンコードは、高温部に接触した口損傷していない力、確認し 
でくださし、。 

3温風吹出し口が巧や、本体巧近や給排気筒 S ップ巧近に燃えやずい物がないこ 
とを確認してください。 

d ■給排気筒トツプは必ず屋外に設置し、屋内へ排ガスが流れ込まないよラにしで 
くだない。 


点义 


® 「運転スイッチ J を「温風」にしまず。 

運転ランプが点灯し約12秒後より送風が開始され、 g スィッ言 

自動的に点火し温風を吹出しまず。 P -- 

@約1〜3分間の間に燃焼ランプが点灯し、燃焼の開始 

をお知らせしまず。 ( み : 

mm I W ! 

•初めて運転ずると舌は、送油経路に充分燃料が供給 兩梅嚴 

されてないため、一回で点火しない場合がありまず «. * T ..* 

から、しばらく待ってからち5-度点火操作を巧な I 

ってください。 し!_ P : 

•点火操作後約5分間は、「温度調節つまみ」の位置に関 ぶ度調節っまみ 

係なく「弱燃焼 J しまず。 

♦点火操作直後はヒーターザ温まっていないためを風 
ザ出まず。 

• 点火時には給排気筒 K ッフよりか量の白煙が出た0室内に若干の臭気を感じるこ 
とザあ0まず。 

•運起開始より「燃焼ランプ」が「点灯 J ずるまでの間、送風モータは回転と停止をく 
りかえしまず。また、電磁ポンプの周期的な振動音り〜2回/秒） が 若干しま ホが 
異常ではあ口ません。 

•運転開始より「燃焼ランスが「点丹」ずるまでの間「燃焼ランスが点巧したり、消 
好したりしますが異常ではありません。 
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乂力調節(室温の調節》 

「温度調節つまみ」をお好みの位置に設定しでください。 

設定温度より室内温度が低い場含は、「強」燃焼。室内温度が高くなってくると 
「弱」燃焼に切り醬わり、さらに室内温度が高くなると、自動的に「消火」しまず。 
このとさ「運転ランプ」は点灯していまず。 

再び室温が低下ずると自動的に点火-運転しまず。 

• 「強」運転時には強風量、「弱」運転時には弱風量じて温風を吹出しまず。 

•温風吹出し□を回転させて、温風吹出し方向をかえることがで舌まず。 

•室巧の温度はルームサーミスタで感知していま 
ず。室温と一致しない場含は適切な位置に付け 
曾えてください。 

•設定温度の目安は右図の通りでず。 

•自動*■消火」ずることなく、「強_!燃焼または、「弱」 

燃焼を続けている場合約5時間毎にいったん消 
火し、再び点火•運転しまず。これは、燃焼八‘ 

ーナ内の燃料を定期のに一掃させるための自動 
消乂でず。 


消乂 _ 

® 「運乾スイツチ」を「切」にしでください。 

温風ランプザ消灯し、次に燃焼ランプが消灯し、消 
火しまず。 

•消乂後約2分間は、強制的に送風運転し、その後自動 
的に停止しまず。運転中に電源プラグをコンセン h 
から抜いたりして消火させないでください。ヒータ 
—の過熱を防ぐために、この2分間の運転は必ず必 
要でず。 

消义を巧点火^とまのを意^ 

•消火搔ずぐに再点义すると、異常音(爆発音）が出ることがありまずので、しば 
らく（約1日）待ってから再点火してください。 




4巧用方法 



4 使用方法 


送風運起 


「運転スイッチ」を「送風」にしまず。 

送風ランプが点灯し送風モータのみ運転しまず。 
「湿度調節つまみ」の位置(こよ D 設定温度より室内温 
度が高い場合は、「強」風量、室巧温度が低くなって 
くると「弱」風量に切り曾わりまず。 

送風運転の自動「停止 J はあ D ません。 


厘おスイッチ 



ほ用上のを意 


•給排気筒 S ップは高温じな0まず。やけどにミ主意してくださし、。 

•温風吹出口のみ室内に設置しである場台(外気導入方式)、密閉度の高い部屋に温 
風を吹込みまずと温風が流れず、ヒーター内部の過熱防止装置が作動ずること 
ザありまずので、換気窓などを開けてご使巧ください。 

•温風吹出口と温風吸込□が室内(こ設置しである場を（内気循環方巧）、温風ザ 
直接吸込口より吸込まれてしまわないよラ温風吹出口のルーバー角度などを調 
節しで使用してください。 

•温風吹出□からの温風は高温になりまず。直前に燃えやずいものを置かないで 
<ださい。 

•家庭用温室などでのご使用じついで 

本機は7ページに示ずよラに様々な巧全装置を備えでおり、異常の際には運転 
を停止ずる機能となつていまず。を期[こ観葉植物などの育成のために家庭用温 
室の主暖房としでご使用になる場含は、異常停止を想定して補助暖房装置を備 
えつけることをお薦がいたしまず。例えば、本機の設定温度を 15- C じで設定し 
補助暖房装置を 10" C に設定しまず。通常は本磯で温室内を約 15° c に暖房しま 
ず。もし、本機が強い振動を受けて運転を停止した場合、室温が1〇でまで低下 
ずると補助装置が運転しはじめるよラな補助暖房装置を備える。 


表示ランプの見方 


ランプち 
燃焼ランプ(赤）点灯 
運輯ランプ(黄）点灯 
送風ランプ(緑）点灯 


燃焼炎の存在やじ点灯しまず C 
温風運転中点え了しまず。 

送風運転中に点なしまず。 
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5 まを装置 


III 

im 

■ 

■ 

■■ 


(5) 

過熱防止装置 


( 6 ) 

点火 ヒータ 断線 
検知装置 

(7) 

バーナポ h 厶温 
度監視装置 


ルームサー5ス 
夕断線検知装置 


送風機モーターの故障や異常燃焼などの原因で 
ヒーターザ異常過熱したとさ、火ぶなどの捂険 
を防ぐためじ燃焼を停止させる安を装置でず。 
原因を取り陈いてから再点火操作してくだたい。 

点火ヒータコイルが断線したとさに運転を停止 
ずる安を装置でず。 

再運転は、原因を取 D 隙いてから再点火操作し 
て < ださし、。 

燃焼中バーナの温度が異常に低くなった場をに 
自動的に運転を停止ずる安全装置でず。 

再運転は、原因を取0除いてから再点火操作し 
でくださし、。 

I ルー厶サー S スタが断線したとさ、運転を停止 
ずる安を装置でず。 

’原因を目又り除いてから南点乂操作をしでくださ 



• 運転やじ停電や霉源プラグを巧くなどしで電源 
が切れたとさは、自動的に運転を停止しまず。 
再び通電をされて右運転させない安全装置でず。 
•再運転は再点火操作を巧なってください。 


(4) 

停電ま全装置 


燃焼中に炎が消えたとさ、自動のに運転を停止 
させる安全装置でず。 

原因を取り除いてから再点乂操作してください。 


(3) 

炎監視装置 


巧を装置が作動したとまの再点义方を 


1「運転スイッチ」を一度「切 J にしてから「入」にしてくだ立い。 

2「運転ランプ」が点灯しまず。 

•安全装置が作動ずるのは何らかの異唐があるとさでずから、上記の操作を しで 
も正常にもどらないとさは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

•異常時(こは安全装置が作動し、ランプが点滅し消火しまず。ランプの点滅モー 
ドじより、どの安全装置が作動して消火したかを判別でさまず。 


巧を装置 


ランプの点滅 


( 1 ) 

対震自動消火装置 


( 2 ) 

点火安全装置 


•運転中にヒーター本体が強い地震や衝撃を受け 
たとを、乂义などの危険を防ぐためじ運転を停 
止させる安全装置でず。 

•再点火操作をずれば自動的にたッ K されまず。 

•点乂ヒータ-電磁ポンプ.迸風磯などの故障に 
よ0点火しないとさに運転を停止させる安全装 
置でず。 

•原因を取り除いてから再点乂操作しでくださし、。 


巧を装置 






6 曰常の点巧、手入れ 


•点検手入れをおこなラとをは、ヒーターを消火し、ヒーターが十分冷えてから 
必ず電源プラグを抜いておこなってくだたい。 

♦電装部商や燃焼部の取0はずし、分絕はおこなわないでくださし、。 


巧用のたびに 


•周囲のが態 

ヒーターの周囲は、常に舊理、清掃し、 
燃えやずいちのを置かないよラにしで 
ください。又、ヒーターはいつち清潔に 
掃除してください。ミちれたままのご使 
用は危険のちとでずし、ヒーターのい 
たみを早めまず。手入れがいつちゆを 
とどいでいまずと、よい燃焼を得るこ 
とがでさまず。 


• •巧病れ、巧のたま D、 油の 
にじみ 

曰常、油漏れかまたは；由のたま0、油 
にじみがあるかどラかを調べるよラ習 
慣づけ、給;由のとをこぼれた灯姐はよ 
くふをとっでください。 

乃一油漏れじよって;由のたまり、油に 
じみが生じでいるとさは、消乂操作を 
し、原因をたしかめ防漏処置をし、ミ由 
漏れザなくなったことを確認しでから 
点火操作をしでください。 


•ほこ D 

たまったほこりや;'ちれは、ミ由がしみた 
りして思わ城事故の原因になりまず。 
ほこりやミちれはされいじお除いてくだ 


•給巧管の扁巧 

給油管からミ由漏れがないか点検し、亀 
裂などがあれば交換してください。 


♦窝気、ずず 

燃焼中に排気ガスの臭いがした0、給 
排気筒 S 、ソプからずずが出ていない力、 
る產認しでください。異常があれば販売 
店(こ連絡しでください。 


♦燃焼状態 

燃焼中、燃焼のぞ舌窓から炎の状態を 
確認してくだとい。されいなブルーの 
炎が正常でず。黄炎が立ちのぼるよラ 
な攝合は異常燃焼でず。販売店まで連 
絡してください。 
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長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要でず。お器の寿命をより長く、より良し、 
燃焼で快適に巧全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後な 
どに、お買い上げ店、及は修理資巧ち〔(お)日本石油燃焼が器保巧協を ( TEL 03-3499-29 
28) でおこなう巧術菅理講習を修了ち(石油機器巧術管理±)など〕のいる店、当社支店. 
営業所などに扁検依頼されることをおずずめしまず。 


7定期点巧 


1箇巧に1回 W 上 


♦のぞさお 

のぞ去窓がずずでくもってくるよラな 
場合は販売店にごホ目談ください。 


♦温風用巧込口の掃巧 

温風用吹込口には金網が設けでありま 
ずので、ほこりを除去してください。 


• 給排気筒巧び h ッブの周囲 

給排気筒巧びトップの周囲には、危険物や障害物がないよラにしでください。給 
排気筒の接合部のはずれ、腐食物によるつまり、固定の状態を点検して異常があ 
れば正常な状態にしてください。 


3箇月に1回が上 

♦巧タンク（別置タンク） 

給油 □フィ ルタがごみやほこりで目づ 
まりしまずと、給ミ由時に給油口よ0あ 
ふれ出たりしまず。給ミ由□フィルタを 
取出しで巧着したごみやほこ0を取除 
いでくださし、。 

•スト レーナ （附属品） 

附属のス S レーナは特殊紙ででさてい 
まず。ごみなどが詰っておれば、をれ 
いな灯油で洗ってください。それでち 
取れない場合は交換してください。 


•巧タンク巧の水 

油タンクに水やごみがたまっておれば、 
給油口から巿販のポンプで吸出ずか、 

ドレンなどから流してくだたい。 


•配音途中のストレーナ 

配管途中にストレーナが設けである場 
合、ス K レーナ内部に水やごみが入る 
と、点火不良や燃焼不良をおこずこと 
がありまずので必ず掃除をしでくださ 


•点火ヒータ 

点火ヒータ及びパッキンがなくなった 
り、切れたり、ず去まなどザあると、 
着火不良巧びガス漏れの原因じな0ま 
ず。 

販売店にご相談ください。 


♦ パー ナ 

長期間ご使用になりますとバーナ内部 
ザミちれてをまずので掃除をしてくださ 
い0 

販売店にごホ目談ください。 


定期点巧 


6曰巧の点巧、手入れ 




8 が障•異常の見分け方と処置方法 


f 現 象 

原因 

処置方法 

運転スイッチを 
入れでち運転ラ 
ンプがつかない。 

® 電源プラグをコンたントに 
差込んでない。 

さしこむ。 

@停電した。 

停電復帰後、点火操作ずる。 

ランプ点滅•消火 



凌該 

薇 



■ 


①対震自動;’肖火装置が作動し 
た。 

再点火操作ずる。 

@過熱防止装置が作動した。 

溫風吸入口、温風吹出□をほこり、 
障害物で塞いでないか確認ずる。 
本体が冷えでから再点火操作ずる。 

^1 


■ 

©点火安全装置が作動した。 

ミをタンクにのミ由があるか？ 

ミ由タンクに水が混入しでないか？ 

ストレーナ部が油面よりラいでない 
か？を確認しでください。 

@炎監視装置が作動した。 

巽常燃焼しでないか確認しで、され 
いなブルー炎であること。 

黄炎ザ立ちのぼったりした場合は販 
売店にごホ目談してください。 

■ 


ホ 

点火ヒータコイルが断線した。 

点火ヒータを交換して下さい。 
販売店にごホ目談しでください。 


1 


©停電後、再復帰した。 

再点火操作しでください。 

ホ 

@点火ヒータコイルの変お。 

点乂ヒータを交換して下さい。 
販売店にごホ目 i 炎してください。 

ホ 


ネ 

バーナボ h ム温度監視装置が 
作動した。 

バーナサー ミスタを交換しでくださ 
し、。 

販売店にご相談してくださし、。 

温風ザ非常にく 
さい。 

燃焼ガスが温風に混入してい 
まず。 

点乂ヒータパッキンなどのパッキン 
類の破損、接続部の不良など点検し 
て < ださし、。 

販売店にごホ目談してください。 


この表しソ外に不具合のあるとをは、お買い求めの販売店にご相談ください。 








9 部 DO 父巧のしかた 


短期間に消耗ずる部扇は特にありませんが、電磁ポンプ、点火ヒータ、パッキン 
などの交換部品び必要な場合は、お買い巧めになった販売店にご相談ください。 
•部品!交換の隙は、必ず専用の補修部品をお使い < ださい。専用部品し义 H の部品 
を使用して万一故障や事故び発生した場合、鮮社は責任を負いかねます。 

•不完全な修理は危険でず。修理をお夏けになるおをは、財団法人日本石油燃焼機 
器保ず協をでおこなラ技術管理講習を修了を(ち油機器按術管理±)などのいる 
販売店で修理されることを推奨しまず。 


10保管(長期間使用しない場合) 


• 格納*保管場所は、湿気*火気*高漏などの悪い影響のおよぼしにくい巧であっ 
で、しかもヒーターの上には重要物を棄せたり、人が秉ったりしないよラに配慮 
して < ださい。 

1ヒーターを長期間使用しないで保管ずるとさは、先ず電源 コー ドのプラグを コ 
ンたン S から必ず掠いでください。 

•ヒーターを使用ずる季節が終り格納ずる時は、ミ由タンクのなミ由をを部抜さ取っ 
て < ださい。 

2ヒーターや迪タンクの表面のよごれとかほこりをやわらかい巧で清掃しでくだ 
さい。ポリエチレン袋とか八 K □ン紙で包んで格納ずれば完全でず。 

3本体にほこりザたまらないよラ、適当なカバーをかけてください。 

4附属甜と「取扱説明書*ま意書」ち紛失しないよラ同時に格納しでおさましょラ。 


8が巧•巧巧の巧分け巧と処»方ま • 9部品な巧のしかた • M 保曾 


イ1 





ぶき 式の呼 

違、 


類 

乂 

方 

式 

用 

燃 

料 

焼 

状 

態 


燃消_費_量 
発 熱 _量 

熱効率 
暖—房_出_力 
外形 寸 ま 
重 置 

電源電圧及び周波数 

定格消費電力 

給排気筒径 


まを 装置 


己の他の装置 


NSS -2 B 

密頭式石ミ由ス K ーブ*ポッ K 式*強制対流お 
電気点火 
なミ由 （ J に1号） 

強 r 弱 __ 

_0.28 Q/h 0.14日 /h 

9628 kJ / h (2300 kcal / h ) _ —4814 k」/h 川己 Okcai / h ) 

— 90%_ 90% 

2.41 kW C 2070 kcal / h ) 1.20 kW Cl 035 kcal / h ) 


高さ 31 日 mm 幅 44 日 mm 奥行 175 mm 

__ 約9.化口__ 

__ 100 V 50/60 HZ __ 

点火時100 /100 W (点火時約3分）______ 

______強燃焼時 29/29 W 弱燃焼時 15/15 W _ 

々50 mm (給気側）. 々25 mm (排気側） 


260° C レソ下 


_巧麗自動消火装置-点火おを装置-停電安全装置_ 

過熱防止装置-燃焼制御装置 


点火ヒータ断線検巧装置.バーナボト厶温度検知装置_ 

給排気筒トップ*スペーサ•タンクキャップ■エアー抜さホ 
-ス-タンクキャップアダプタ-給油管（ナイロン）-フクロ 
ナットに） • スリーブに）•ストレーナ•木ネジ （8) •給油管 
(銅）.ゴムワッシャー-タツピンねじ (3) -防熱板 


配線図 














無料修理期間経過撥の修理じついては、販売店じご相談ください。修理じょって 
性能ザ維持でさる場含は有料修理致しまず。なお、 x 一力一は、販売店からの;'ま 
文により補修用性能部品を販売店に供給しまず。 

石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切後7年でず。 

性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部おでず。 





13 据付け工事後の確認と試運転 


据付け場所の選定 _ 

1ヒーターの周囲には可燃物がなく、乂おそ防上ま全な攝所。 

2ヒーターを据付ける壁面は強い振動や衝撃がなく、ヒーターの重量に十分耐え、 
安定しでいることが必要でず。 

3ヒーターは水平になるよラに設置してください。ヒーターを水平(こ設置しませ 
んと、巧震自動消火装置が誤作動ずることがありまず。 

4かさなお子さまが触れるよラなところじは取り付けないでください。 

霞源は家庭用 100 V の電源コンセントをご使用ください。 

(電源コードの有効長さは 2 m でず〇) 

•電源コンたントは雨や水のかからない、ほこりの少ない所に設置しでくださし V 
G 植木や愛がん動物は給排気筒 h ップの出口よりなるべく遠だけでくださし、。 

7灯油を燃焼させるため燃焼時給排気筒 K ップからにおいが出まず。出入口に近 
いところ、また排気ガスが室内に入りやずいところには取り付けないでくださ 
い。 

8積雪の多い地方では、給排気筒が雪でふさがれない 
よラに注意してください。また風がよどむよラな場 
所では、排ガスを再度吸込んで不完を燃焼を起こず 
よラなことがあ0まずので注意してください。 

' ク ULT 






標準据巧け側 


巧^ヒーターの表面は非常に熱くなる場合がありまず。構造物などザ直接ヒー 
ターの表面に接触しないよラに設置してください。 


60 cmLU 上 



100 cm 


20 cm , 
1 _W 上 


120 cm W 上 


据付け工事をのお認 


摘付けザ終ねりましたら屯ラー度つぎのことを確認してください。 

•ヒーターの周囲に可燃物がなく、必要な空間寸法がとられていまず力\ 
• ヒーターが水平に据付けられでいまずか。 

•給排気同 S ップの周囲は基準の寸法が守られでいまず力、。 

•電源は家庭用10 OV の電源コンたントを使用していまず力、。 

• ヒーターが丈夫な壁面に取付けられでいまずか。 


巧据付け H 巧をの巧巧とは適巧 



13 据付け工事をの確認と試運お 


試運お^ __ 

C 适起準備 j 

1油タンクに灯ミ由が十分入っており、油タンクや送ミ由経路から油漏れザないか確 
かめてください。 

2 電源プラグをコンセントに差込みまず。 

C 涅巧） 

3 ページ 阿を用方法 I に従って運転させてください。 

正常運転時の八’ーナ卽の炎の色は舌れいな青炎でず。 

•初めて運転ずるとをは、送迪経路に十分燃料が供給されていないため、白煙(灯 


ミ由の蒸気）が出て一回で点乂しない場合ザあ0まずから、しばらく待ってからち 


ラー度点乂操作をおこなってくださし、。 


•点火時にはかし臭いがありまず。 

•点火時には「ボコボコ J あるいは「ゴ ー J と音がずることがありまずが異常ではあ 
0ません。 

•開こんして始めで使巧したとさ、防錦ミ由とか塗料やほこりが乾燥したり、焼け 
たりずることによつで温風吹出□から、煙やにおいが出ることがありまずが、 

2〜3曰でなくなりまずので部屋の換気をしなザらご使用くださし、。 


16 





MEMO 



NSS -2 B 取扱説明書•注意書 







